
町長への手紙 【第 14 弾】

未来を見据えた「まちづくり」のため
皆さまのご提案やご意見をお聴かせください！

　これまで 13 回、「町長への手紙」を募集し、多くの皆さまから町政に対する貴重なご提案やご意見をいた
だきました。「町長への手紙」は、町民の皆さまが気軽に町政に参加し、直接声を届けられる制度です。

　湧別町が、誰もが安心して暮らせる魅力的なまちであ
り続けるためには、町民の皆さまから幅広い視点を持っ
たご意見やアイデアをいただき、それを町政に生かして
いくことが重要だと考えています。
　未来を見据えた明るいまちづくりの実現に向けて、湧
別町への思いや提案をぜひお聴かせください。一人ひと
りの熱意ある声に耳を傾けながら、住みよいまちを共に
築いてまいります。

加藤政弘

＜手紙がきっかけで実現した施策＞
（一部抜粋）

憩の広場に噴水と大型遊具設置（令和６年度）
町営バス「中湧別・佐呂間線」運行（令和６年度）
湧別高校 e スポーツ部設立（令和５年度）これまで手紙、メールを含め 302 件のご提案をいた

だきました。

応募方法
(1) 本紙に折り込まれている「町長への手紙」郵便用紙

をご利用の場合は、
①ご提案のほか必要事項を記入して、
②指定のとおり用紙を折りたたみ、
③のりしろにのり付けし、
④切手を貼らずに郵便ポストに投函してください。

(2) お寄せいただいたお手紙に対しては、ご本人に文書
などで返答させていただきますが、次のような内容
には回答できない場合があります。
①町政に関係のない意見や質問
②住所・氏名が記入されていないもの
③個人的な問題および個人や団体を誹謗・中傷する

内容のもの
④個人や団体の営利活動、政治活動、思想・信条お

よび宗教に関する内容のもの

(3) ホームページの入力フォームからも応募できます。

差出有効期限
令和８年９月 30 日
※ホームページからの応募は、期限はあ

りません。

その他
　皆さまから寄せられたご意見に対しま
しては、ご本人に文書などで返答するほ
かに、町広報紙および町ホームページに
掲載させていただく予定です。
※氏名などの個人情報は掲載しません。

お問い合わせ先
総務課 広報・自治会グループ 
℡２‐２１１２

入力フォーム
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住宅用火災警報器を
点検、交換しましょう！

遠軽地区広域組合消防本部予防課
℡ 0158-42-7600

　遠軽地区広域組合消防本部では、住宅用火災警報器の設置状況についてアンケート調査を実施し、遠
軽町・湧別町・佐呂間町の 59 世帯から回答をいただきました。その結果、住宅用火災警報器を設置し
ている世帯は約 95％で、未設置の世帯もあることが分かりました。また、設置してから 10 年以上経過
している世帯は 16％、作動確認をしている世帯は 23％と、多くのご家庭で交換・点検が行われていな
いことが分かりました。
　住宅用火災警報器は、電子部品の劣化や電池切れにより、火災を感知しなくなる恐れがあります。
　安心して暮らすためにも、定期的に作動確認を行い、10 年を目安に本体の交換をお願いします。

住宅用火災警報器の３つのポイント

交換する際は、生活に適した機器を
住宅用火災警報器には、より安心できるさまざまな機能を兼ね備えた機器がありま
す。機器を交換する際は、生活している方に適した機器の設置を検討しましょう。

●連動型住宅用火災警報器 ●補助警報装置

　作動した警報器から他の部屋の警報
器へ連動させて警報を行い、火災発生
にいち早く気づけます。部屋数の多い
住宅にお勧めです。　

　火災を感知した際に、警報音以外の
光や振動などで火災の発生をお知らせ
する付属機器です。お年寄りや目・耳
の不自由な方にお勧めです。

①設置する
未設置世帯はすぐに設置して

ください。住警器を設置するこ
とで、火災発生時の死亡リスク
や損害が大幅に減少します。

②定期的な作動確認
少なくとも年に 2回は作動確

認をしましょう。
反応しない場合はすぐに交換！

③ 10 年ごとに交換する
10 年経過したら本体ごと交

換しましょう。

●設置年月日や製造年月日を確認する

●本体を交換する

設置年月日
記載場所

2006年 1月設置

製造年月日
記載場所

製造年月　2006.1
※記載場所はメーカーや製品によって異なります。

本体の取り外し方

正常な場合 音が鳴らない場合

点検ボタンを押す
または

点検ひもを引っ張る

　電池切れや機器の故障
が考えられます。短い警
報音が断続して鳴る場合
も異常時のサインですの
で、交換しましょう。

点検

●本体を交換する

本体の取り外し方

住宅用警報器
アンケート

現在も受付中

調査にご協力
お願いします

交換
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国民年金あれこれご存じ
ですか？

【お問い合わせ先】
　北見年金事務所　　　　　　　 ℡ 0157-25-8703
　住民税務課 住民生活グループ　℡ 2-5863

※詳しい制度や手続きは日本年金機構ホームページをご覧ください。

老齢基礎年金の繰り上げ・繰り下げ受給

北見年金事務所出張相談所
開設日 開設時間 開設会場

9 月 3 日（木） 午前 10 時～午後４時 遠軽町保健福祉総合センター・げんき 21
（遠軽町１条通北１丁目）

10 月 14 日（水） 午後　1 時～午後５時
紋別市民会館（紋別市潮見町１丁目）

10 月 15 日（木） 午前　9 時～午後２時 30 分

11 月 12 日（木） 午前 10 時～午後４時 遠軽町保健福祉総合センター・げんき 21

◆繰り上げ受給
　老齢基礎年金は、原則として 65 歳から受け
取ることができますが、希望すれば 60 歳から
65 歳になるまでの間でも繰り上げて受け取る
ことができます。
　ただし、繰り上げ受給の請求をした時点（月）
に応じて年金額が減額され、その減額率は一
生変わりません。
　なお、老齢基礎年金と老齢厚生年金は同時
に繰り上げる必要があります。

◆繰り下げ受給
　老齢基礎年金を 65 歳で受け取らずに 66 歳
から 75 歳までの間で繰り下げて増額した年金
を受け取ることができます。繰り下げた期間
によって年金額が増額され、その増額率は一
生変わりません。
　なお、老齢基礎年金と老齢厚生年金は別々
に繰り下げすることができます。
　ただし、増額により給付金、医療保険、介
護保険などの自己負担や保険料、税金に影響
する場合がありますので、注意が必要です。

　
納付済期間が 40 年に満たないときの任意加入制度

受給する年金額を増やせる付加年金
　定額保険料に月額 400 円の付加保険料を上乗せして納めることで、将来受け取れる年金額を増やす
ことができます。
◆上乗せして納めることができる方は？
　・第 1 号被保険者
　・任意加入被保険者（65 歳以上を除く）

 ※農業者年金加入者は必ず付加保険料を納付します

◆上乗せされる年金額は？
　年金額に「200 円×納付月数」が上乗せされま
す。2 年以上受け取ると納めた付加保険料以上の
額が受け取れるためお得です。

　60 歳までに老齢基礎年金の受給資格を満たしていない場合や、40 年の納付済期間がないため老齢
基礎年金を満額受給できない場合などで年金額の増額を希望するときは、60 歳以降でも保険料を納
めることで任意加入することができます。
　ただし、申し出のあった月からの加入となり、過去にさかのぼって加入することはできません。
◆次のすべての条件を満たす方が任意加入することができます
　① 60 歳～ 64 歳で、日本国内に住所がある方
　② 20 歳～ 59 歳までの保険料の納付月数が 480 月（40 年）に満たない方
　③老齢基礎年金の繰り上げ受給を行っていない方
　④厚生年金保険や共済組合などに加入していない方

※年金の受給資格期間（10 年）を満たしていない場合、65 歳～ 69 歳の方も加入できます。
※外国に居住する日本人で、20 歳～ 64 歳の方も加入できます。
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【成年後見制度とは】
　認知症、知的障がい、精神障がいなどによって物事を判断する能力が十分ではない方が、後見人など本
人の権利を守る人を選ぶことで、本人を法律的に支援する制度です。

【成年後見制度の種類】
区分 対象となる人 本人の権利を守る人

補助 判断能力が不十分な方 補助人

保佐 判断能力が著しく不十分な方 保佐人

後見 判断能力が欠けているのが通常の状態な方 成年後見人

任意後見
本人の判断能力が不十分になったときに、本人があらかじめ結んでおいた
任意後見契約にしたがって任意後見人が本人を援助する制度です。家庭裁
判所が任意後見監督人を選任したときから、その契約の効力が生じます。

　※補助人・補佐人・成年後見人には、監督人を選任することがあります。

成年後見制度をご存じですか

【申し立てができる方】
本人・配偶者・４親等内の親族・未成年後見人・未成年後見監督人・保佐人・保佐監督人・補助人・
補助監督人・検察官・市町村長　など

【お問い合わせ・申し立て先】
℡ 0158-42-2259　釧路地方裁判所遠軽出張所　遠軽町 1 条通北 2 丁目 3-25　

【成年後見制度利用支援事業】
　身寄りがないなど、裁判所へ申し立てができ
ない方は、町長が代わりに申し立てを行えます。
また、申し立てをするための費用や、後見人な
どへ支払う費用を負担するのが困難な方に対し
ては、町が限度額内で助成を行います。

■成年後見制度利用支援事業の相談窓口
　℡ 01586-5-3761
　【高 齢 者】湧別町地域包括支援センター
　【障がい者】湧別町福祉課福祉グループ

広 告
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広 告

　北海道苦情審査制度とは、道の機関が行った業務に関する苦情を、皆さんに代わって、苦情審査委員
が公平で中立な立場から審査する制度です。
　皆さん自身の利害に関する苦情であれば苦情審査委員に申し立てができます。
　審査の結果、道の業務に不備な点や制度に問題があるときは、道の機関に是正や改善を求めます。個
人情報の保護にも十分配慮します。
　申立書は窓口へ持参するほか、郵送、FAX、メールでも受け付けています。
※電話や匿名での申し立ては受け付けていません。

【窓口】
●北海道総合政策部知事室道政相談センター　〒 060-8588　札幌市中央区北 3 条西 6 丁目
　℡ 011-204-5523（直通）※制度のご案内のみ
　FAX011-241-8181　メール kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp
●各総合振興局（振興局）総務課 北 海 道 の 苦 情 審 査 に 関 す る

ホームページ

苦情審査制度

叙勲 受章者をご紹介します

旭日単光章　　石垣　勝義さん（曙町）

　平成 11 年５月に湧別町議会議員に初当選以来、
5 期 18 年の永きにわたり地方自治に参画し、豊
富な経験と卓越した識見をもって地方自治の発
展に鋭意努力されました。
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広 告

海上保安官の募集

海上保安大学校　学生採用試験
◆受付期間

8 月 20 日（木）～ 9 月 7 日（月）
◆第一次試験

10 月 24 日（土）、25 日（日）
札幌市、函館市、小樽市、旭川市、釧路市
※第二次試験は小樽市のみ　※道内のみ抜粋

◆採用時期
令和 9 年 4 月

◆採用されると
採用と同時に国家公務員の身分となり、給与

（月額約 20 万円）・賞与が支給されます。受験
料、入学金、授業料、寄付金などは不要です。

【お問い合わせ先】
紋別海上保安部管理課　℡ 0158-23-0118
受験要綱、出題例、申し込みなど、詳細は
WEB サイトをご確認ください。

海上保安大学校
試験要綱
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